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「表示」＞「スライドマスター」画面より色つきのガイド線を消してから変換してください

冊子のデータ製作について
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※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください
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アカツキ代表理事交代の理由
雪松の言葉で端的に3点
まとめてみました

１「アカツキの実態に合わせる」
アカツキでは、経営は理事全員でしてお
り、理事の声を代わりに表するのが代表
という考えです。今回の交代に向けて、
代表の役割確認や交代スケジュールなど
2年がかりで準備を進めてきたことによ
り、ようやくアカツキの実態に合わせら
れます。

２「新しい関係性の構築」
理事就任時の「自分は経営者になれるの
か」という問いと、アカツキからもらっ
た「役割ではなくその人が必要」という
言葉が、確信に変わったタイミングで、
代表理事交代となりました。組織内部の
新たな発見や、新しい人たちとのつなが
りを理事みんな楽しみにしています。

３「自らの実践」
代表理事交代は、アカツキ設立時から行
う必要のあるものと考えており、最近で
はクライアントからも代表交代の相談を
受けることが増えてきました。今後は私
たちが実践した取り組みや工夫、大変さ
など、実体験を踏まえてお伝えできるよ
うになります。アカツキが自らNPO法人
を運営しつつ、非営利組織のコンサルテ
ィングをしていることと併せて、今後も
対等な立場で活動を続けていきます。

代表理事交代にあたって
正会員にご協力いただき
インタビューを行いました

インタビュアー：富永沙和（正会員）

Q.雪松さんって、どんな人なのか
教えて下さい！

A.家庭も子育ても仕事も、いつも精一杯で余裕
がないなと思っています。でも仕事のなかで、
いろんな人と話をして、その人の価値観に触れ
ることのできる瞬間に、とても元気をもらいま
す。

Q.代表になることについて、どのように
感じていますか？

A.最初は不安が大きかったのですが、今年度に
入ってどんどん大丈夫だと思えるようになり、
いまは総会や事務手続きなどを経て落ち着いて
います。自分のなかで「代表理事」と「職員」
を別物の役割として整理できたのも大きいです
ね。職員としての永田さんは、経験年数も違う
し敵わないと思ってしまうこともあるけれど、
代表理事としては、私でも違うかたちでできる
のではないかと思えるようになりました。
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Q.ズバリ、雪松さんはどんな代表に
なりたいのでしょう？

A.かっこいいことは言えなくても、目の前の人
と向き合いながら、自分の言葉を発信していき
たいです。アカツキではこれまでも、「綺麗で
上手な言葉」よりも「悩みながら絞り出した言
葉」の方がやっぱり伝わるということを実感し
てきたので、それでいいかなと。

Q.雪松さんが代表になることで、
変わりそうだなと思うことはありますか？

A.私が「代表理事になります！」と挨拶周りし
たときに「雪松さん大丈夫！？」と言ってくれ
る人が何人かいました。私が代表になるのを心
配する人がいるということは、アカツキを気に
かけて見てくれるきっかけにもなります。ある
意味「どんくさい」ところもちゃんと見せるこ
とで、アカツキが理事や会員みんなに支えられ
てやっているという、安心感につながると良い
ですね。

Q.雪松さんが、これから代表として
やりたいことってありますか？

A.理事会で私がちゃんと声を出してすり合わせ
る作業をしたうえで、アカツキみんなの声を代
表して発信していきたいです。ただ、永田さん
が先に発言すると、考えが似ていて同意しがち
なので、それより先に発言するとか、部分的に
意見が違う部分を、敢えて強調して表現してみ
たらどうかと考えています。いままで理事や会
員・サポーターのみんながアカツキを作ってき
た大きさは、いい意味でプレッシャーとして、
背負っていきたいです。

理事・高柳からのコメント

理事会では常に当事者の視点
を忘れず、相手に寄り添い話
を聞いてくれる雪松さん。こ
れまで笑顔あり涙ありの合宿
や経営会議をともに過ごして
きました。
自分のいいところも、弱い部
分も素直に出してくれる雪松
さんだからこそ、アカツキの
これからを一緒につくってい
けると思っています。

理事・志賀からのコメント

今回の代表交代は、組織の強化
や存続のためというよりも、ア
カツキとしての考え方やコンサ
ルティング手法の「普遍化・一
般化」がねらいだと理解してい
ます。
永田が語ってきたこと、雪松が
語っていくことに違いはあると
思いますが、それでも共通する
部分にアカツキとして大切なこ
とがあらわれてくるんじゃなか
ろうかと。

新理事・鳥居からのコメント

一般的な組織においては、
「一人の代表の顔を売ってい
くことが事業拡大の手段」と
なることが多いのではないで
しょうか。しかし、アカツキ
の場合は「誰が代表になって
もそこに残るものがアカツキ
らしさ」ということを示そう
としている。
呼吸する“いきもの”としての
組織であるからこそ、全体に
血を巡らせ、新しい関わりを
紡いでいけると考えてます。
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子どもNPOセンター福岡
特定非営利活動法人子どもNPOセンタ
ー福岡は、「すべての子どもが尊重され
る社会」をビジョンに、虐待や貧困、い
じめや子どもの自殺などの社会課題に取
り組む地域の団体をつなぎ、互いの活動
を認め合い、協力して活動を進めるため
のプラットホームを作り、そこから生ま
れる新しい価値を社会に提言していく組
織です。

大谷 順子 さん ▷
（理事／前・代表理事）

「一人ひとりが主役」や「民主的
な運営」など、アカツキの言葉の
端々から、NPOの意味や役割の
理解を感じられたので、安心感が
ありました。事務局職員が組織全
体をトータルで見る、よい機会に
なったと思います。職員が新しい
役割や責任を躊躇なく引き受けて
くれたという出来事もあり、新た
な一歩を踏み出すきっかけとなり
ました。

理事としての関わりだけでは全体
が見えない組織の在り方に、この
ままでいいのかと疑問を持ったタ
イミングで、アカツキとの取り組
みが始まりました。最初に実施し
た分析内容を見て、代表をはじめ
事務局の本気度が伝わってきまし
た。アカツキが今まで情報発信し
ていた内容とコンサルティングの
動きが一致しており、気持ち良か
った印象が残っています。

アカツキが関わったことで、直
接、具体的に何かが大きく変わ
ったという実感はありません。
ただ私自身は、目の前の事業ば
かりに向きがちだった目が、場
に集まった「人」に目を向けら
れるようになったと感じます。
コンサルタントが何かを解決し
てくれるのではなく、人の関係
性やエンパワーメントを大事に
しているのだと感じました。

◁ 重永 侑紀 さん
（新・代表理事）

◁ 牛島 恭子 さん
（事務局長）

佐藤 恭子 さん ▷
（事務局）

今回の取り組みの中で理事会での
発言者が増え、団体の在り方など
を議論する機会を持つことができ
たのは良かったと思います。今で
も、会議ではできるだけ、ぐるり
と全員に発言を回すようになって
います。「NPOとは？事務局と
は？」ということを考える機会に
もなり、「事務局は、団体の要だ
よね」と理事の方に言ってもらえ
るようになりました。

組織診断／組織基盤整備の取り組み
「Panasonic NPO/NGOサポートファンドfor SDGs」
の助成金を活用し、2019年1月から8月までの期間、
アカツキに組織診断をご依頼くださいました。
①代表の世代交代に向けた準備
②財政基盤の強化
③中間支援組織機能の充実

といった3つのテーマを柱として、理事へのヒアリング
や会員へのアンケート項目設計・分析をアカツキが担
いました。こちらが提案や指導をするのではなく、団
体の理事・職員の皆さんに分析結果を解釈頂くという
点を重視して取り組みました。

2019年度は、お寺や共同組合といった
NPO法人以外の非営利組織からの依頼
がありました。
SDGsをテーマにした研修では、ゲーム
やアイコンへの当てはめではなく、歴
史や指標、組織の関係者に焦点をあて
たパッケージやワークシートを開発で
きました。
また、アカツキが独自開発した事務診
断ツールも活用し、4団体に認定NPO法
人取得のサポートを行いました。2020
年6月末現在の福岡県の認定NPOのうち
1/3の10団体に何らかの形で、アカツキ
が支援、ご協力しています。

新しいニーズと取組み

新型コロナウィルス感染症の見通しが不透明な状
況下、「Social Distance」などではなく、フィジ
カルな距離は保ちつつも社会的な関係性は一層緊
密にしながらWith Corona／Post Corona の社会形
成に向けた活動を展開する。先ずはご当地NPOの
活動再開や新規事業の展開に向けた支援を。
そして、それらの経験を活かして地域の問題・課
題を深掘りすることで社会のありようを提言して
いく。そのような“小粒でもピリリと辛い存在”と
しての一層のご活躍と発展を期待しています。

助成財団シンポジウム in 福岡

私どもの「市民参加研究会」では、
「NPOは、一部のヒーロー（専門家）か
ら、多様な人々が地域や社会を作ること
に参加できる受け皿としての役割を取り
戻すべき」と考え、若手NPOの中でも、
NPOの理念を大事にして参加や協力とい
うことをきちんと考えていらっしゃるア
カツキの永田さんにメンバーに加わって
いただきました。「市民参加研究会」の
成果は、『hint』としてトヨタ財団のホ
ームページでご紹介しております。

トヨタ財団 市民参加研究会
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助成財団センター主催、アカツキが地域の事務局
を担った本企画では、全国を対象とした東京の助
成財団等と地域の助成機関、NPOが参加、100名
が集まりました。

公益財団法人 トヨタ財団
事務局長 大野 満 さん

公益財団法人 助成財団センター
理事 渡辺 元 さん
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アカツキのつきつきサポーターであり、
2018年度からは、AKBNファンド
「会計特化型」資金拠出者＆支援者
でもある末吉さんにお話を伺いました。『長期的な成果のために立ち止まる』

この助成プログラムは、組織基盤整備の基盤として理事・
職員・支援者と対話するために、立ち止まり、足元を確認
することを目的に設立しました。「短期的な成果や収入に
結びつかないが長期的に見て重要な取り組み」に必要な、
管理部門の人件費やその他の費用を助成し、アカツキの伴
走型コンサルティングと併せ、支援を行っています。

第三期の通常型採択団体は通常型の採択団体は「ふくおかFUN」に決
定しました。
福岡の水中世界でくり広げられている生物の営みを見守り、新たな発
見や感動を人々と共有し、この自然を次世代まで残していくこと使命
として、活動しています。
会計特化型は、残念ながら応募がありませんでした。団体の財政状況
や帳簿を外部の人に見られたくないというハードルがあるのではない
か？という仮説を持ち、今後再検討・改善していく予定です。

アカツキが同席していない場でも、書類整理
のルールを団体の皆さんだけで話し合って決
めたというエピソードは印象的で、組織内の
関係性に影響を与える活動をしていたのだと
感じました。助成事業の振り返りの際に、
「アカツキの皆さんは『触媒』なんですね」
と表現してくれたのは、寄付の意義を実感で
きた嬉しい言葉でした。

会計も含めた事務仕事にも、少しずつ時間を
使い、みんなで話し合いをして進める必要が
あることを改めて実感できたので、これから
もAKBNファンドがその一助になればなと思
います。同行するなかで事業の内容にも興味
がわいてきたので、次にお会いできたら活動
の話も詳しく聞いてみたいです。
おつきあいくださったアカツキさんに感謝申
し上げます。来年は応募があり、またご一緒
できることを願っています。

▶ 末吉祥子 さん 税理士

立ち止まり対話するための助成金
「AKBN（アケボノ）」ファンド

アカツキの仲間になってくださってありがとうございます

【正会員】
宇都龍志さん 小島理絵さん 小渕亮兵さん 鈴木大空さん 多原真美さん 野崎大雅さん
池本桂子さん 富永沙和さん 古橋範朗さん 藤見里紗さん 大島隆さん 稲月ひかりさん
大庭勇さん 原口尚子さん 仲野美穂さん 梅崎友貴さん 加藤健太さん 大倉慶子さん
青木玲奈さん 森田義也さん 小池達也さん 日隈諒さん

【サポーター会員】
青木絵美様 増永弘子様 平由以子様 河合将生様 松田美幸様 マクリマイケル様 原田君子様
松島弘哉様 山田なな子様 中牟田政也様 中園明日香様 福留裕一様 小島美緒様 栗田将行様
坂崎あゆみ様 天川公次様 相浦圭太様 清水隆哉様 白神加奈子様 谷口竜平様 鶴田文隆様
植村康子様 宮田智史様 立花祐平様 渡邊裕子様 鹿野翔様 池本真一様 大久保大助様
今村晃章様 グロス梯愛依子様 友永みなみ様 鳥居亜佑美様 伊藤次郎様 工藤弥生様
上村一隆様 仲西浩一様 加留部貴行様 福井崇郎様 上角梓様 兵圡美和子様 末本晴香様
長廣百合子様 岩永真一様 三上雄様 三上美佳子様 牧園祐也様 河内山信一様 安西隆之介様
谷口真菜実様 馬田英樹様 吉良幸生様 吉崎謙作様 濱田千夏様 栗原裕子様 渡真利紘一様
冨士本和博様 佐藤智重様

【つきつきサポーター】
野崎大雅様 フィッシュ明子様 青木玲奈様 金子雄一郎様 佐藤直美様 津賀高幸様
小森耕太様 大橋日出男様 佐藤貴美様 藤本正明様 高橋あづさ様 陶山惠子様 池田純一様
小島理絵様 牛嶋麻里子様 寺床幸雄様 桜井光様 渡司陵太様 喜田亮子様 牛島恭子様
湯浅美和様 中川啓子様 大関純平様 影山知明様 北村政記様 山中祥子様 黒田美穂様
渡辺達彦様 楢原真二様 松原明様 大島一晃様 田中美幸様

第二期の通常型採択団体「NPO百千鳥
（ももちどり）」は、30万円の助成金を日
帰り合宿の開催やその旅費、それらに関連
する人件費に使用しました。
「それぞれが感じていた問題を言語化でき
た」「自分たちの求める人材像に気付くこ
とができた」「メンバーが離れている団体
にとって交通費を助成金として担保しても
らえることは助かった」等の報告がありま
した。

第二期から新たに加わった会計特化型の採
択団体「バングラデシュと手をつなぐ会」
は、10万円の助成金を書類整理の為のフ
ァイルやパソコンの購入に使用しました。
「書類をクラウドで共有できるようにして
効率化できた」「事務局スタッフの対話が
深まった」等の報告がありました。

助成金ニーズアンケート調査と分析

（ 2020年6月末現在 氏名公開可の方のみ ）

インタビュアー：富永沙和（正会員）

今回活動に携わったのは、自身の寄付を見直
してみたことがきっかけでした。10数年前か
ら活動規模の大きなNGOを中心に、複数の団
体にクレジットカードで寄付をしていたので
すが、寄付が団体の役に立っているという感
覚が、徐々に少なくなっていました。1度考え
直そうかなとアカツキに相談し、AKBNファン
ドを通して団体の活動に寄付し、団体のサポ
ートに私も同行することにしました。

実際の現場では、打合せを重ねるごとに団体
の皆さんの会話が軽やかになっていく様子を
見ることができました。最初に訪れたときは
ぎこちないやり取りだったのが、業務の種類
や必要な手続きなど、団体の皆さんからお話
を聞きながらホワイトボードで整理していく
なかで、自然と皆さんから発する言葉が増え
ていったんです。

支
援
者
の
声

助
成
事
業

『AKBN（アケボノ）ファンド』の改善と、地域におけるNPOと助成金・補助金のより良
い在り方・関係性を模索するため、アンケート調査を実施しました。設問の設計や分析に
は、コンサルティング会社などで働く会員やプロボノにご協力を頂きました。アンケート
の結果は、地域の助成財団や行政の担当部署と共有し、助成金プログラムづくりの参考と
してご紹介しており、アカツキのWebサイトでも公開しています。

頂戴致しましたご支援は、主に、立ち止まり対話するための助成金「AKBNファン
ド」の助成原資として。また新たな知見獲得のための調査研究事業、それらの事業
を支える組織基盤整備の資金として、大切に使わせて頂いております。
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◎ 良かった！
・アカツキの事業はもちろん、クライアントの年齢層の幅も広がり、立体的になった。
・行政への要望活動など、お金にはならないが公益的な意義のある仕事も丁寧に取り組んだ。
・雪松さんのセミナー講師の機会を増やせた、がんばった！
・白神さんが現場から学ぶ機会があった。人や組織の考え方の傾向が見え、整理できた。
・永田さんが1人でコンサルに入るケースでも、雰囲気や状況などを逐次共有できた。

▲ 反省…
・途中、収入面で心配があったものの、具体的な改善策を打ち出せず、約100万円の赤字。
・SDGsや調査など、新しいセミナーや研修で開発コストを回収できておらずもったいない。
・コンサルの途中にメンバーが追加された場合、アカツキの姿勢を伝えきれていなかった。

■ 今後挑戦
・会計ソフトに予算を入れておくことで、達成率などを進捗管理しやすくなる。
・アンケート結果はセミナーに、外部向けの研修を組織内部にも、積み重ねの資産を活用。
・クライアントや会員を交えた、事業振り返りの場も開けそう。

アカツキ事務所の移転に伴い、廃止された「エンガワの夕げ」に代わる新企画として、2019年9月、ラジオ配信をスタートしました。その名も『ラジオ環状線』／ アカツキ側がお話をして皆さんに聞いて頂くのではなく、会員やクライアント、その他お
付き合いのある皆さんに、永田が話をお聞きして回るスタイルです。／ 特別な成功者や肩書きがある人だけが、社会課題やビジネスについて発信をし、周りが巻き込まれるのではなく、ごく普通の市民や生活者が日々考えていること・楽しいこと・感じ
ていることを「聴き合う」ことができたなら と、思っています。／ “1回あたり12分”の短いお話。辿り着くべき目的地はありませんし、何か役に立ちそうなことも話していません。それでも、もし関心を寄せて頂ける方がいらっしゃいましたら、ご感想
などお便りもお待ちしています！！

【 小池さんからのコメント 】
私は今回、アカツキと現場NPOのみなさんがどのよ
うに出会い、関わっているかを整理する役割として参
加しました。事務局スタッフや現場NPOのみなさん
の話を聞きながら、アカツキが支援や決定を「する・
される」の垂直的な関係ではなく、学びや対話によっ
て「ともにする」の水平的な関係を、対外的にも対内
的にも広げていることに気付き、共感しました。

【 事業分析ワークショップ 】
2019年度はアカツキも、岐阜の小池達也さんにコン
サルティングをお願いし、「立ち止まり対話をする」
取り組みをしました。1月にはその一環として、クラ
イアント5団体（山村塾、I-DO、子どもNPOセンタ
ー福岡、あすも特注旅行班、改革プロジェクト）に集
まって頂き、これまで取り組んできた事業を整理分析
し、今後に活かすためのワークを実施しました。

▶永田「推し」本
①今、相談に乗りたい相手がいる人へ
②起業家でもリーダーでもないあなたへ
③「場づくり」を学びたい方に
④助成金／補助金を出す仕事をしている人へ
⑤タイトルに燃え（萌え）た人限定

雪松 白神 永田

振り返り前 90点 80点 90点

振り返り後 92点 85点 95点

1駅目・とらさん「ラジオ」--- 2駅目・ひろしさん「料理」--- 3駅目・タコ社長さん「カラオケ」 --- 4駅目・さくらさん「くま」 --- 5駅目・いずみさん「かめ」 --- 6駅目・ごはんおおもりでさん「からあげ」--- 7駅目・いもめがねさん「耳そう
じ」--- 8駅目・ぺーさん「Netflix」--- 9駅目・かずさん「カバン」--- 10駅目・ぬくみずさん「いぬ特に柴犬」--- 11駅目・はらぺこさん「お菓子づくり」--- 12駅目・昔の名前で出ていますさん「北方謙三」--- 13駅目・マイメロさん「チョコ」

▶雪松「推し」本
①今の立場や自分の在り方に疑問を持った人に
②人生を今までもこれからも大切にしたい人へ
③自分に優しく気持ちよい在り方を探したい人に
④人との関わり方に、安心と勇気が欲しい人へ
⑤ちょっとひと息。心の換気をしたい人へ

、

▶白神「推し」本
①「わかりたい！」気持ちが沸いてる人へ
②大事な点、基盤となる部分をおさえたい方
③白神が何している人か知りたい人はどうぞ

アカツキ職員の本棚

一
年
の
振
り
返
り

事務局職員3人で、2019年度の事業をまるっと振り
返り！それぞれから出た発言や意見をまとめてみま
した。また、振り返りの前後で自己評価の点数をつ
けてみると、振り返った後の方が、少しずつ点が上
がっていました。

コ
ン
サ
ル
を
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け
る
側
と
し
て

事務局職員3人が、それぞれ仕事で
大事にしている本をご紹介します

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③

① ② ③ ④ ⑤
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■助成金収入

■皆様からの
会費・ご寄付

■行政からの
受託事業収入
（主にセミナー・講座）

■NPOや企業からの
自主事業収入
（主にコンサルティング）

2018年度と比較して2019年度は収入が200万円減、支出はほぼ同じで、100万円の赤字となっ
てしまいました。原因は以下の3点と考えています。
①他助成機関のプログラム開発支援の依頼が、思ったよりも増加しなかった。
②行政からのまとまった受託事業がなく、個別のセミナー講師依頼に留まった。
③助成財団シンポなど、ネットワーク構築にはなるがコストの大きいイベントがあった。

非営利組織として必要な業務、またチャレンジの結果としては、「健全な赤字」とも言えます
が、今後、半期・四半期での決算時に十分な対策を練られるよう、財務管理を強化していく方
針です。

2020年度予算のポイント解説
・コロナウイルス感染症の影響で、個別クライアントからの依頼数や金額は「やや」減少傾向。
・2020年度は財源構成比率がこれまでと大きく変化する。代表交代と並行して、第二次創業的
なタイミングだと捉えている。

・予算の収入1,330万円のうち、助成金525万円、行政受託事業が430万円の見込み。
・受託事業は福岡県が中心で、内容はNPOセンターの相談業務の一部や評価事業。
・助成金は、トヨタ財団助成の「ふりかえり評価」事業で全体の約1/3。
・助成事業では全国ネットワークの事務局（お金を入れる器）を担うため、実際には謝金や交通
費が多く、アカツキを経由して支出される。

・財政規模的には大きくなるが、業務量や忙しさはさほど変わらない見込み。
・調査やモデル開発的な事業が増えるため、あちこち動き回っていた2019年度と比較すると、
腰を落ち着けて事業に取り組める予定。

通信運搬費
助成財団シンポジウムのチラ
シを150箇所以上に郵送した
こと。また、職員3人に各個
人用のポケットWi-Fiを準備
したため、増額しました。

次期繰越正味財産額
赤字決算とはなりましたが、
前年度までの繰越に多少余裕
があったため、300万の現預
金を残すことができました。

科目 金額(円) 前年比

経常収益 受取会費 正会員／サポーター会員 423,000 108%
受取寄付金 493,500 179%
受取助成金 0
事業収益 １）コンサル事業収益 4,169,624 105%

２）人材育成事業収益 1,794,733 77%
３）調査研究事業収益 0 -
４）市民活動助成事業収益 822,871 44%

その他収益 受取利息／雑収益 26 130%
経常収益 計 7,703,754 77%

経常費用 事業費 人件費 4,254,724 116%
諸謝金 141,000 21%
会議費 57,161 141%
支払手数料 17,143 199%
旅費交通費 1,403,104 80%
消耗品費 148,002 380%
印刷製本費 39,994 204%
交際費 161,354 93%
租税公課 0 -
賃借料 13,639 5%
通信運搬費 166,376 236%
研修費 134,600 121%
新聞図書費 18,763 82%
諸会費 54,000 132%
支払助成金 396,320 133%
事業費 計 7,006,180 98%

管理費 計 1,771,630 109%
経常費用 計 8,777,810 100%
当期経常増減額 ▲1,074,056 -
法人税、住民税及び事業税 71,000 100%
当期正味財産増減額 ▲1,145,056 -
前期繰越正味財産額 4,226,067 136%
次期繰越正味財産額 3,081,011 73%

資産の部 負債の部

科目 金額（円） 科目 金額（円）

流動資産 現金 136,208 流動負債 未払金 380,000 
普通預金 2,920,069 預り金 4,266 
現金・預金 計 3,056,277 未払法人税等 71,000 
未収金 480,000 負債の部 合計 455,266 

売上債権 計 480,000 正味財産の部

流動資産 合計 3,536,277

正味財産 前期繰越正味財産額 4,226,067 
当期正味財産増減額 ▲1,145,056 
正味財産の部 合計 3,081,011 

資産の部 合計 3,536,277 負債・正味財産の部 合計 3,536,277 

消耗品費
業務に使用するノートPCが故
障したため、その修理費用が
大きな負担になってしまいま
した。

（2020年3月31日時点）
富永 沙和 さん 原口 尚子 さん

貸借対照表

（2019年4月1日～2020年3月31日）

旅費交通費
2018年度に引き続き、毎月の
ように東京など県外への出張
があり、他地域ネットワーク
での議論は、大きな刺激にな
りました。

市民活動助成事業収益
当初想定していたニーズが違
っていたため、収益に結び付
きませんでした。今後は対象
を変え取り組んでいきます。

地場シンクタンク勤務コンサルティング会社勤務

思い返せば、学生インターンで
参画して間もなくアカツキが
NPO法人化したのが、もう8年
前のこと。アカツキが、根幹の
思いはそのままに、カタチを変
えて歩んでいることを実感でき
た機会でした。久しぶりに寄付
ではなく実動で、お手伝いでき
て良かったです。
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やりとりの中で「毎年こうやっ
て一緒に作ってるんだ、アカツ
キは！と言いたい」という雪松
さんの一言がありました。お金
は寄付したことを忘れることも
ありますが「才能寄付」は記憶
と形に残る点がいいなといつも
思います。機会いただきありが
とうございます。

アカツキ正会員のお二人にご協力いただき、制作いたしました。


